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船舶事故調査報告書 

 

                               令和７年３月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和５年７月１７日 ０７時００分ごろ～１２時２０分ごろの

間）（医師による船長死亡推定時刻：１０時ごろ） 

発生場所 山口県阿武
あ ぶ

町姫島北岸 

 宇田郷港今浦防波堤灯台から真方位２７４°１.１海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°３４.０′ 東経１３１°３１.０′） 

事故の概要  漁船波
なみ

孟
たけ

丸は、たこ籠漁の操業中、船長が溺死した。 

事故調査の経過 令和５年８月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 波孟丸、３.０７トン 

ＹＧ３－４３９９１（漁船登録番号）、個人所有 

９.７０ｍ（Lr）×１.８３ｍ×０.７９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数４０、昭和５５年１０月２６日 

 乗組員等に関する情報 船長 ８９歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和４９年１２月４日 

  免許証交付日 平成３１年２月２８日 

         （令和６年１０月１９日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、視界 良好 

本船発見場所から北東方約７Ｍに位置する須佐地域気象観測所（ア

メダス）における観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

平均 最大瞬間 
気温 

（℃） 
風向 風速

（m/s） 

風向 風速

（m/s） 

07:00 北北東 1.4 北北東 2.0 27.5 

08:00 南南東 1.1 東南東 3.8  30.0 

09:00 南 1.6 南南東 3.9  30.9 



- 2 - 

海象：海上 平穏、水温 約２６℃ 

10:00 南 2.2 南南東 4.9   32.4 

11:00 南南西 2.6 南南東 5.7   33.6 

12:00 南南西 2.1 南南東 4.7   34.6 

 事故の経過 

 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、たこ籠漁の目的で、令和５年７月

１７日０７時００分ごろ、姫島北岸の漁場に向け、阿武町宇田郷漁港

から出航するのを、漁業協同組合（以下「漁協」という。）所属船の

船長に目撃されていた。 

漁協の職員（以下「担当者」という。）は、０９時００分ごろ漁協

から姫島北岸付近で停留している本船を目撃した。 

担当者は、本船が、ふだん約１時間半で漁を終えて帰港していたの

で、いつもよりも帰港が遅いと思いつつ、たこ籠漁後に餌を取るため

に釣りをしているのかもしれないと思い、双眼鏡で本船を見たが、遠

方であったので、船長の姿までは確認できなかった。 

船長の家族は、１０時００分ごろ、船長がふだんの帰宅時間を過ぎ

ても帰宅しなかったので、心配になり漁協に出向いた。 

担当者は、断続的に本船の様子を見ていたところ、１１時００分ご

ろになっても本船に動く様子が見られなかったので、船長に何かあっ

たのかもしれないと思い、漁協所属の僚船（以下「僚船Ａ」とい

う。）の船長（以下「僚船船長Ａ」という。）に本船の様子を確認する

よう依頼した。 

依頼を受けた僚船船長Ａは、知人と共に僚船Ａで現場に向かい、知

人を本船に移乗させて船内を調べさせたが、船長は見当たらなかっ

た。 

僚船船長Ａは、１２時２０分ごろ、本船の船首方至近に、半袖シャ

ツ及び半ズボンを着用し、救命胴衣を着用せずにうつ伏せの状態で浮

いている船長を発見し、携帯電話で担当者に連絡した。 

連絡を受けた担当者は、本事故の発生を海上保安署に通報した。 

知人は、１人で船長を僚船Ａの船上に引き揚げようとしたが、引き

揚げることができなかった。 

僚船船長Ａは、知人を本船に残して宇田郷漁港に戻り、応援者３人

を連れて本船に戻り、船長を引き揚げようとしたが引き揚げられな

かった。 

船長は、来援した巡視艇搭載のボートに収容され、巡視艇で山口県

萩市萩港に搬送された後、海上保安署で医師により死亡が確認され、

溺死の疑い、死亡推定時刻が１０時ごろと検案された。 

本船は、スクリューシャフトに索具が絡まっていて航行できなかっ

たので、僚船Ａにえい
．．

航されて帰航した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 船長に関する情報 
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船長は、学校を卒業後、父親の漁船に乗船して一本釣り漁、た

こ壺漁及び素潜り漁を行い、本事故の約４０年前から本船の船長

として漁を行っていた。 

船長は、ふだん、１人で乗り組んでおり、本事故の直前数ヶ月

は、たこ籠漁が主となっていた。 

船長は、本事故の約半年前まで素潜り漁を行っており、潜水は

得意であった。 

船長は、飲酒及び喫煙の習慣はなく、降圧剤を服用していたほ

か、持病はなく健康であった。 

船長の家族によれば、船長は、ふだん２１時ごろに就寝して 

０５時ごろに起床し、本事故直前もふだんと同様に生活してお

り、体調等に変わったところは見受けられなかったとのことで

あった。 

(2) たこ籠漁に関する情報 

たこ籠漁は、１本の主索に、たこ籠を約１０ｍ間隔で連接して

海底に設置し、数日経過後に、たこ籠をひとつ引き上げて獲物を

収穫した後、餌を補充して再度海中に戻し、主索をたぐって次の

籠を引き上げて収穫することを繰り返すものであった。 

担当者及び僚船船長Ａは、たこ籠を揚収する際、揚網機の負荷

を軽減する目的で、本船の位置を微調整しようとして機関を使用

していた可能性があると思った。 

本船では、船首甲板の右舷側に設置された揚網機を使用して揚

収作業を行っていた。 

漁協の所属組合員でたこ
．．

籠漁を行っていたのは、船長のみで

あった。 

（図１及び写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ たこ籠の設置状況 
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写真１ 本船（船長が撮影 船長の家族が提供） 

 

(3) 索具の絡みに関する情報 

本船を上架して確認したところ、スクリューシャフトに絡んだ

索具は、船長が使用していたたこ
．．

籠の一部であることが判明し

た。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 索具が絡んだ状況（船長の家族が撮影 同人提供） 

 

(4) 同種トラブルの有無に関する情報 

漁協関係者及び船長の家族は、船長が、過去のたこ
．．

籠漁におい

て、索具等をスクリューに絡める等の不具合を起こしたことを聞

いたことがなかった。 

(5) 通信機器に関する情報 

船長は、数年前から聴力に衰えを感じ、令和３年に搭載してい

た漁業無線機を撤去していた。また、ふだんから携帯電話を所持

していなかった。 

スクリュー 

←船首方向 船尾方向→ 

揚網機 
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(6) その他の情報 

船長が着用していたと思われる救命胴衣が、本船の船尾甲板右

舷側に設置された揚網機横に置かれていた。 

本船の後部甲板には、スクリューの点検口が設置されていた。 

担当者及び僚船船長Ａは、船長が、たこ籠を揚収又は再投入す

る際、たこ籠の索具がスクリューシャフトに絡まり、通信手段を

備えていなかったので、自ら潜って絡みを解こうとしたのではな

いかと思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

船長は、溺死した。 

船長は、次のことから、たこ籠を揚収又は再投入する際、たこ籠の

索具がスクリューシャフトに絡まり、絡みを解こうとして救命胴衣を

脱いで潜水し、溺死した可能性があると考えられる。しかしながら、

目撃者がおらず、船長が死亡しており、客観的情報も十分に得られな

かったことから、その状況を明らかにすることはできなかった。 

(1) スクリューシャフトへの索具の絡みが激しく、スクリュー点

検口から索具の絡みを除去することは難しい状況であったこ

と。 

(2) 船長は、ふだん素潜り漁も行っており、潜水が得意であった

こと。 

(3) 船長が着用していたと思われる救命胴衣が、本船の船尾甲板

右舷側に設置された揚網機横に置かれていたこと。 

(4) 本船の無線機は撤去されており、船長が携帯電話を保有して

いなかったこと。 

原因 本事故は、本船が、たこ籠漁の操業中、船長が、スクリューシャフ

トに絡んだたこ
．．

籠の索具を取り外そうとして潜水した際、溺水したこ

とにより発生した可能性があると考えられるが、目撃者がおらず、船

長が死亡しており、客観的情報も十分に得られなかったことから、死

亡に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船に１人で乗船する船長は、緊急時に連絡できるよう、携

帯電話等を所持しておくとともに、スクリュー等に絡まった索具

等を除去するために潜水する必要がある場合、定係地等へのえい
．．

航を依頼し、到着後、専門業者により除去すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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